A Study on the regional activation around Shimizu harbor in Shizuoka : The present condition and the subject of the area around Shimizu harbor and proposals by 上山 肇 et al.
静岡県清水港周辺の地域活性化に関する一考察 : 
清水港周辺のまちづくりの現状・課題及び今後のま
ちづくりへの提言
著者 上山 肇, 牧田 博之, 河村 匡庸, 広瀬 正剛, 関 
英夫, 早川 和宏
出版者 法政大学地域研究センター
雑誌名 地域イノベーション
巻 6
ページ 43-50
発行年 2014-03
URL http://hdl.handle.net/10114/9076
静岡県清水港周辺の地域活性化に関する一考察
Journal for Regional Policy Studies− 43 −
静岡県清水港周辺の地域活性化に関する一考察
―清水港周辺のまちづくりの現状・課題及び今後のまちづくりへの提言―
法政大学大学院政策創造研究科、准教授、博士（工学）・博士（政策学）　上山　 肇
法政大学大学院政策創造研究科 政策創造専攻 修士 1 年　牧田 博之
法政大学大学院政策創造研究科 政策創造専攻 修士 1 年　河村 匡庸
法政大学大学院政策創造研究科 政策創造専攻 修士 1 年　広瀬 正剛
法政大学大学院政策創造研究科 政策創造専攻 修士 2 年　関　 英夫
法政大学大学院政策創造研究科 政策創造専攻 修士 2 年　早川 和宏
要旨
　近年、静岡市清水港周辺のまちづくりに関しては、そ
の取り組みについて、地元自治体（静岡市）や清水地域
で議論・検討が進められてきている。
　本稿では、海（港）と川（巴川）で囲まれたこの清水
都心地区を、地域活性化の視点でどのような水辺空間・
都市空間に創り上げていけるか、また、世界文化遺産と
なった富士山と構成遺産三保松原の景観も活かしながら、
魅力ある観光地として、交流や憩いの場として、賑わい
をいかに創出できるかといったことを念頭に清水港周辺
地域の現状と課題について探り、更に今後のまちづくり
について提言することを目的としている。
　今回、行政担当者（静岡市）及び事業者に話を聞きな
がら実際に現場を見ることにより、改めて様々な角度か
ら考察することができた。そして、「清水港周辺の憩い、
賑わいと魅力ある都市空間にするため」に下記の事項に
ついて提言としてまとめた。
提言 1 都市空間・景観の整備に関する提言：①都市
計画制度（景観地区、地区計画）の積極的活
用②土地利用転換の模索　③歩行空間として
の護岸整備　④眺望空間の確保
提言 2 商店街活性化への提言：①港と連動した活性
化策の模索　②賑わい空間創出のための規制
・誘導
提言 3 観光の視点からの提言：①「海からの訪問」
という仕組みづくり　②観光案内機能の充実
③観光資源（ブランド）のネットワーク化　
④江尻港地区と日の出地区の一体性の確保
キーワード： 地域活性化、静岡県清水港、観光資源、
都市空間、景観、水辺まちづくり
A Study on the regional activation around Shimizu harbor in Shizuoka
- The present condition and the subject of the area around Shimizu harbor and proposals -
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Abstract
　In recent years, examination is advanced about 
the measure of city planning in Shizuoka city 
and Shimizu area. The purpose of this report is 
to explore about the present condition and the 
subject of the area around Shimizu harbor and 
to propose about future city planning. And we 
collected as three proposals. 1) The proposal about 
urban space and landscape　 ① Positive practical 
use of a city planning system (landscape area, 
urban planning)　 ② Conversion of land use　 ③
Shore protection maintenance as walk space　 ④
Reservation of view space 2) The proposal about 
activation of a shopping center　 ① Activation 
which cooperated with the harbor　② Regulation 
and guidance to create the prosperous space 3) 
The proposal for the viewpoint of sightseeing
① The structure about “a visit from the sea”　
② The function of the substantial sightseeing 
guidance　 ③ The network of tourist attractions 
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1. はじめに
　近年、静岡市清水港周辺のまちづくりに関しては、そ
の取り組みについて、地元自治体（静岡市）や各地域で
議論・検討が進められてきている。
　具体的には、静岡市において清水都心ウォーターフロ
ント活性化検討（2012 年度）がなされており、2013 年
度には自民党静岡市清水支部から、清水都心地区の賑い
創出に向けた提言・要望書（静岡市の交流人口増大に向
けて）が静岡市長宛に提出されている。
　清水港では、国際貿易港としての「物流港」から、市
民が憩える「賑いの港づくり」を進めている。港湾計画
（静岡県策定）によると、清水都心地区の清水港江尻地
区から日の出地区にかけては、物流機能を他に移転して
親水空間を創出することになっているものの、その事業
主体者を誰にするのか（従来は静岡県）、県と市の間で
綱引きが続いているのが現状である。
　本報では、海（港）と川（巴川）で囲まれたこの清水
都心地区（図 1）を、どのような水辺空間・都市空間に
創り上げていくのか、また、世界文化遺産となった富士
山と構成遺産三保松原の景観も活かしながら、魅力ある
観光地として、交流や憩いの場として、賑い創出に向け
た提言にどのように結びつけていけるのかといったこと
を念頭に清水港周辺地域の現状と課題について探り、今
後のまちづくりへの提言とすることを目的としている。
　本報で事例としている清水港エリアに関する研究とし
ては、清水港日の出地区を対象とした港湾機能再編にお
ける「みなとまちづくり」に関する研究 1），2）や清水港に
おける港湾成立の歴史とその資産に関する研究等 3），4）が
ある。しかし、清水港エリア全体で都市空間・景観や地
域活性化、観光といったことを総合的に探ったものはな
く、現地を行政担当者及び事業者と共に具体的に見なが
ら検証した本考察には意義があるものと考える。
2. 清水都心ウォーターフロント活性化検
討の内容
2.1 検討の背景
　「清水港」と「中心市街地」が一体となって形成され
た「清水都心地区」は、第 2 次静岡市総合計画（2010 ～
2014）において、「港まち文化を活かした国際交流拠点」
と位置づけられ、「世界に輝く『静岡』の創造」のため
に重用な役割を担っている。
図 1　清水港周辺図（静岡市作成：清水港ウォーターフロントマップより）
(brand)　 ④ Maintenance of the Ejiri harbor area 
and Hinode area
Keyword: regional activation, Shimizu harbor 
in Shizuoka, tourist attractions, urban 
space, landscape, waterside city 
planning
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　静岡市はこれまでも、この「清水港」という重用な地
域資源の活性化のため、ポートセールス、イベント、み
なと色彩計画などの様々な取り組みを行ってきた。
　しかし、「物流機能の立地再編」、「地域観光への関心
の高まり」など、近年の社会環境の動向をふまえ、「は
たらく港」「たのしむ港」の要素を加えていく、さらに積
極的な取り組みが求められている。
　そこで静岡市では港湾所在地として、「みなと」・「ま
ち」全体を視野に入れた清水都心ウォーターフロント
（江尻～日の出地区）の活性化のあるべき姿について、
官民関係者からなる検討の機会を設け、その推進・実
現方策を示すこととした。検討にあたっては、①「みな
と」「まち」が一体となった活性化　②地区・分野間の連
携による厚みのある魅力づくり　③官民連携により時機
を得た実現化 を重視している。
2.2 基本方針
　「江尻地区から日の出地区の異なる魅力の拠点を磨き、
つなげていく」ということを重点目標に、これに基づい
て①江尻魚港周辺の整備検討　②清水港線跡遊歩道の魅
力向上　③日の出緑地の再整備　④日の出ふ頭の交流拠
点化　の 4 地区に着目して事業化を図ろうとしている。
3． 清水都心地区の賑い創出に向けた提
言・要望書（静岡市の交流人口増大に
向けて）の内容
　2013 年 6 月、自民党静岡市清水支部では以下の様な
目的の基に 5 点について清水市に提言している。
3.1 目的
① 「清水港ビジョン」・「都心地区まちづくり戦略」・「中
心市街地活性化基本計画」の早期実現
② 清水駅周辺が抱える問題点・課題の解決
 （ア）江尻港ウォーターフロントの目指す空間イ
メージの共有化と実現 （イ）駅東口賑い施設の津波
対策（津波ビル・避難路の確保） （ウ）大型バスな
ど駐車場の確保・整備 （エ）駅東口と西口商店街と
の一体的賑い創出（回遊性の実現）
③ 清水駅周辺地区と日の出地区との一体的賑い創出
（回遊性の実現）
④ 静岡市・清水区の交流人口・観光客入込数の増加
⑤ 中部横断道路の開通をターゲットとした全庁的かつ
確実な事業展開の推進
3.2 提言内容
① 清水駅周辺地区の課題解決と賑い創出に向けて
 （ア）駅から江尻港にかけてのめざす空間イメージ
について （イ）津波避難ビル（駐車場）・避難路（自
由通路）の緊急整備について （ウ）駅東口と西口商
店街との一体的賑い創出（回遊性の実現）に向けて
② 清水駅周辺地区と日の出地区との一体的賑い創出
（回遊性の確保）に向けて
③ 交流人口・観光客入込数の増加に向けて
④ LRT 導入の可否判断に向けて
⑤ 中部横断道路の開通（2017 年度予定）をターゲッ
トとした事業展開について
　このように静岡市や地元は清水地区の賑い創出に向け
考えてきているが、これらの適切性について、今回改め
て検証する。
4. 調査方法
　調査方法については、①資料に基づく事前調査（現状
の取組みの把握）②現地調査③調査レポートの整理およ
び報告書作成　を行っている。
　（1）調査日
　調査及び作業は、①資料に基づく事前調査（現状の取
り組みの把握）：2013 年 8 月、9 月　②現地調査：2013
年 10 月 13 日（日）　③調査レポートの整理及び報告書
作成：2013 年 11 月　に行った。
　（2）調査対象か所
　清水港エリアの　①清水港マグロまつり　②河岸の市
／まぐろ館　③清水駅前銀座商店街　④清水港線跡遊歩
道　⑤エスパルスドリームプラザ　⑥マリンパーク／日
の出ふ頭　⑦歴史的倉庫群　⑧フェルケール博物館　⑨
巴川　である。その他にも日本平と三保の松原を視察し
ている。
　（3）調査内容及び所見
　調査については、実際に現地を見ながら行政（同行し
た市の職員）及び事業者に取り組みについてヒアリング
するかたちで行った。
5．調査結果
5.1 清水港マグロまつり
　（1）行政および関係者の取り組み
　5 年前から行政主催で始まったこのイベントは、本年
から港湾・漁協関係者と駅前商店街などで構成される
「実行委員会」が主催となり、清水駅周辺地域が一体と
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なったイベントとなってきた。会場の魚市場や駅東口広
場では、マグロの解体ショーや刺身の無料配布、加工品
の販売など、西口商店街では、地元商店やホテルなどが
協力して「まぐろ食べ歩き」イベントなどが開催され、
県内外からの観光客で賑わっていた。
　（2）所見
① 駅前の広場がメイン会場となっており、大勢の来場
者で賑わいある空間となっていた。駅前にこのよう
な催し物が行える大規模な公共空間があることは大
きな利点と思われる。 ⇒大規模公共空間の必要性
② 広場の賑わいを駅東側エリアの清水駅前銀座商店街
に誘導することができないか。現時点では、鉄道が
駅周辺のエリアを分断してしまっている。解決する
ために、地下道や高架デッキの設置など一体性を持
たせるため大胆な都市施設整備の可能性を探ること
も必要である。⇒一体性確保の都市施設整備の検討
③ メイン会場に掲げられた大漁旗は、漁港の表象を強
化する機能も果たしている。駅の改札口から大漁旗
が続くなど、より大規模な展開があってもよいので
はないか。 ⇒漁港表象方法の工夫
5.2 河岸の市／まぐろ館
　（1）行政および関係者の取り組み
　市の魚市場に併設されていた商業施設「河岸の市（物
販＋食堂）」を、市場の建替えに合せて拡張し、新たに
「まぐろ館（レストラン中心）」として昨年オープンし
た。土日は県内外からの観光客で賑わっている。
　土地は市有地、上物は全面民間（清水魚株式会社）で
整備を推進した。より魅力ある観光施設にむけた内容の
充実、駐車場の整備、防災面での津波対策（観光客の避
難路・避難施設の整備）などが課題である。
　（2）所見
① マグロの解体ショーがプログラムされていたが、こ
れは産地ならではのアトラクションであり、これま
で以上にその土地ならではの体験を求める来訪者
（観光者）のニーズに合ったものとなるのではない
か。 ⇒「体験型観光」の実践
② 建物の内装に漁港の河岸らしい風情がやや欠けてい
ると思われるため、さらに作り込みを行う必要性が
ある。 ⇒建物内部に河岸らしさの工夫
③ 清水で水揚げされた以外の産地の魚が販売された
り、レストランで提供されていたりしていたが、清
水港周辺のブランディングの観点から考えると、地
物にこだわって展開してもよいのではないか。
⇒地域の独自性を演出
④ 「河岸の市」と海をつなぐ護岸整備された通路を歩
行空間として整備することで、エリアの回遊性が高
まるのではないか。 ⇒ネットワーク化の必要性
5.3 清水駅前銀座商店街
　（1）行政および関係者の取り組み
　清水駅の東西を線路で分断されている清水都心では、
西口にある駅前銀座商店街の衰退が激しい。7 月の七夕
まつりには足の踏み場もないほど賑わうこの商店街も、
平時は人影もまばらである。清水駅が線路を跨ぐ橋上駅
舎となって「自由通路」が完成したが、東西の「回遊
性」を実現するためには、「第 2 自由通路」が必要であ
り、商店街にとっては 20 年来の要望事項となっている。
　（2）所見
① マグロまつりが行われている時間帯に、人通りが乏
しい状況になっている。シャッターが閉まったまま
の店舗も多く、活性化するための方策を講じなけれ
写真 1　マグロまつり会場－ 1 写真 2　マグロまつり会場－ 2
写真 7　商店街の風景 写真 8　案内所の内部
写真 3　魚市場の外観 写真 4　まぐろ館の内部
写真 5　魚市場への導線 写真 6　清水港沿いの通路
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ばならない。 ⇒商店街の活性化
② 昔、店舗であったと思われる場所が宅地化され、マ
ンションになっている状況も見られた。地区計画や
条例といった行政サイドの規制・誘導手段を講ずる
必要性がある。 ⇒規制・誘導の必要性
③ 行政も関わる商店街の案内所には、清水港の歴史を
伝える写真屋や飲食店の情報など、有益な情報が多
い。ここを拠点に旅行する来訪者（観光者）を意識
的に取り込むべきではないか。
⇒来訪者（観光者）の取り込みの検討
5.4 清水港線跡遊歩道
　（1）行政および関係者の取り組み
　清水港東口の江尻地区からエスパルスドリームプラザ
がある日の出地区まで、JR 清水港線跡地が帯状に続い
ている。ここは現在、自歩道（自転車・歩行者用道路）
として主に通勤者が利用している市有地であるが、市
は、市民や観光客の憩いの空間（プロムナード化）に変
えようと、今年度一部改善を試みたが具体的な成果はま
だ得られていない。
　（2）所見
①沿道のカフェの入り口が遊歩道に向いているのは、
整備の成果と言えるのではないか。
⇒整備効果の検証の必要性
②ただし現状では、海の近くであること、海へ向かう
道であることがやや伝わりにくい。対策として、道
路の色彩やサイン計画を検討することにより実現す
ることができるのではないか。
⇒道路色彩・サイン計画の検討の必要性
③大胆な発想ではあるが、自動車用道路の地下化や歩
道の空中化といったことにより、視点場を同一にす
ることで海が見える空間づくりをするなどが考えら
れないか。 ⇒海の見える空間づくり
④線路跡であることを積極的に組み入れ、観光鉄道
（ミニ SL など）を走らせることなどは効果的では
ないか。 ⇒観光鉄道（ミニ SL など）の検討
⑤有名なキャラクターとなっている「ちびまる子ちゃ
ん」の彫像などモニュメントを設置して集客を増や
すことはできないか。
⇒有名なキャラクターのモニュメントを設置検討
5.5 テルファークレーン／エスパルスドリームプラザ
　（1）行政および関係者の取り組み
　1978 年、清水港日の出地区は、海上輸送のコンテナ
化の進展などによる構造不況の影響で、国の「特定不況
地区」の指定を受けた。1986 年、官民協働の「マリン
ピア清水 21 推進協議会」が設立されると共に、「日の出
地区ウォーターフロント再開発計画」が推進され、1999
年、エスパルスドリームプラザの開業に至る。
　世界的に有名となった地元出身さくらももこさんのち
びまる子ちゃんランド、寿司ミュージアムなど清水なら
ではの展示・体験コーナーや、海辺空間として、歴史遺
産のテルファークレーン、砂浜人口海浜、ヨット係留施
設、ウッドデッキ、観覧車などを配し、近年では年間
400 万人の観光客が訪れる一大観光拠点となっている。
　（2）所見
①清水港の歴史を現在に伝えるテルファークレーンを
保存していることには意義がある。しかし、それが
産業遺産であることがわからないといった声がある
とのことなので、歴史的価値を伝える案内板をさら
に目立つように整備したり、休日に実演のアトラク
ションを行うなどの対応が求められる。
⇒歴史的価値を伝える工夫の必要性
②マリンパークへつながる通路は板貼りとなってお
り、大道芸の練習が行われるなどコミュニティの場
としても良好な水辺空間が創出されている。
⇒良好な水辺空間の形成
③エルパルスドリームプラザの「ちびまる子ちゃんラ
ンド」には外国人旅行者も数多く訪れるということ
もあり、案内板が他言語版対応となっているのは親
切であると感じた。 ⇒外国人に優しい案内板
5.6 マリンパーク／日の出埠頭
　（1）行政および関係者の取り組み
　マリンパークは、ドリームプラザと日の出埠頭との間
に位置し、富士山に向って拓けたレンガ造りの回廊で囲
まれたイベント広場である。年間を通し多彩なイベント
写真 9　遊歩道の風景－ 1 写真 10　遊歩道の風景－ 2
写真 11　テルファークレーン 写真 12 ドリームプラザの内部
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が企画され、日の出地区の賑わいの原動力になっている。
　日の出埠頭は、清水と伊豆の土肥を結ぶ駿河湾フェ
リーの発着港であると同時に、豪華客船の接岸岸壁でも
ある。クイーンエリザベスや飛鳥Ⅱなどへの客船誘致活
動も活発である。ソーラス条約により通常は岸壁への立
ち入りが禁止され、フェンスで囲まれた状態であるが、
外国貿易機能の移転などによって市民開放ができるよ
う、県と市で検討中である。
　（2）所見
① マリンパークからは富士山が望めるが、来訪者（観
光者）視点で捉えた場合、工場群がやや良好な
ビューを遮っている印象を受けるため、都市計画の
手法や行政の誘導により工場群の建物の高さや色彩
計画などを検討するとよいのではないか。
⇒建物高さや色彩の工夫の必要性
② 水質がよく砂浜もあるため、現状の砂浜を拡大する
ことにより、海水浴場として整備することはできな
いか。 ⇒海水浴場としての整備の検討
③ 日の出埠頭は普段は立ち入りが制限されているエリ
アであるが、調査日には開放されており釣りを楽し
む家族連れで賑わっていた。ここを常時開放し市民
が憩える場所とするとともに、船で海から清水港を
訪問する観光者の「海の玄関口」となる各種機能を
整備し恒常的に活用することはできないか。
⇒「海の玄関口」としての活用
5.7 歴史的倉庫群
　（1）行政および関係者の取り組み
　明治から大正にかけて埋立地に伊豆石で建てられた倉
庫群が、現在も現役で活躍中である。昨年、この歴史的
倉庫群に着目した東大の建築学科が、倉庫前の路上でイ
ベントを開催し、賑い創出の可能性にチャレンジした。
本年も引き続き開催予定である。
　（2）所見
① 現状では倉庫の中が使えず倉庫の外で大学と連携し
たイベントが行われているが、来訪者（観光者）を
呼び込むという観点から、中身をギャラリーやカ
フェ、その他イベント施設として活用することで、
より魅力的な観光空間となることが想定できる。
⇒倉庫のイベント施設としての活用
② 外壁のモルタルが不均一にはがれてきている箇所が
散見されたため、建築当時のレンガの外装に復元す
るなど、歴史的建造物として修景作業を行うのはど
うか。 ⇒修景作業の必要性
③ かつては清水港線の鉄道が運行されていたので、
「観光鉄道」（ミニ SL など）を走らせるなどして、
JR 清水駅近辺の観光資源とネットワーク化を図る
のはどうか。 ⇒観光資源のネットワーク化
④ 上記のように観光資源として磨きをかけることで、
映画やドラマのロケ誘致などの可能性も広がると考
えられる。 ⇒映画やドラマのロケ誘致
5.8 フェルケール博物館
　（1）行政および関係者の取り組み
　清水 “ 湊 ” の歴史を一目で観ることができる民営の歴
史博物館。缶詰の歴史がわかる缶詰館も併設されてい
る。専任の説明員から説明を受けると理解が深まる。
　（2）所見
①清水港や缶詰などの地場産業の歴史、地域の文化が
よくわかる施設なので、ぜひ多くの来訪者（観光者）
に訪れてもらいたい施設である。
⇒来訪者（観光者）へのアピールの必要性
②上記のように考えた場合、現時点では観光ルートと
の関連性が見受けられないことから、来訪者（観光
者）の回遊性を検討する必要性がある。
⇒来訪者（観光者）の回遊性の検討
写真 13　マリンパーク－ 1 写真 14　日の出埠頭の釣り風景
写真 17　アプローチ 写真 18　帆船の展示
写真 15　倉庫群 写真 16 外壁のモルタルがは
がれ、建築当時のレ
ンガが現れた様子
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5.9 巴川
　（1）行政および関係者の取り組み
　川の両岸が 2 ～ 3m の堤防で生活環境と隔離された巴
川は、従来から親水利用の提案がされてきたものの、未
だに実現できていない。
　行政的には、不法係留のプレジャーボート対策と氾濫
対策が中心課題のままの状況にある。
　（2）所見
①現状の堤防の形態では人と水辺とに隔たりがあるた
め、それを解消するための検討は大きな意義がある
と思われる。 ⇒親水性の確保
②今後の周辺市街地の都市環境保全を考慮し、堤防沿
いの建物の高さや色調の統一などの景観整備も検討
する必要性があるのではないか。⇒景観整備の検討
6．おわりに
　今回、行政担当者（静岡市）及び事業者に話を聞きな
がら実際に現場を見ることにより、改めて様々な角度か
ら考察することができた。以上の調査の内容を踏まえ、
「清水港周辺の憩い、賑わいと魅力ある都市空間にする
ため」下記のように提言としてまとめた。
6.1 都市空間・景観の整備に関する提言
①都市計画制度（景観地区、地区計画）の積極的活用：
 漁港としてのイメージを強化するとともに、それを損
ねているような施設には修景について施策（景観計画
・景観地区・地区計画といった制度を用いるなど）を
講じる必要がある。
②土地利用転換の模索：使用度が下がっているという
JR 清水駅前のガスタンクに関しては、行政が借り上
げて観光資源としての利用方法を模索するなどの積極
的な用途変更を考える。それが難しい場合には、移設
・解体、または色の変更といったことも模索すべきで
ある。
③歩行空間としての護岸整備：護岸を歩行空間として整
備することで、より回遊性を確保することができ、水
写真 19　港橋から河口方面を望む 写真 20　巴川の風景
辺の観光空間としての効果が得られる。
④眺望空間の確保：富士山の眺望は、来訪者（観光者）
の満足度を高める上では大きな効果があると思われる
ため、眺望に悪影響を与えている対象建築物等とは調
整を図る必要性がある。また、展望台などの新しい
ビューポイントを作ることも検討していいのではない
か。
6.2 商店街活性化への提言
①港と連動した活性化策の模索：漁港のイメージや港の
賑わいと連動した活性化策を模索する必要がある。例
えば、“ 清水港で新鮮な魚介類を食べたい ” というニー
ズは幅広くあると思われるため、空き店舗を利用し
て、横丁などを運営することで港側と商店街側の回遊
を生み出すことができる。
②賑わい空間創出のための規制・誘導：店舗の間にでき
るマンションについては、1 階は店舗として商店街に
開かれた状態を維持するなど規制・誘導を行う必要性
がある。
6.3 観光視点からの提言
①「海からの訪問」という仕組みづくり：日の出埠頭の
箇所で記載したように、来訪者（観光者）にとっては
新鮮な体験になると思われるため、遊覧船やフェリー
と連携し「海からの訪問」という仕組みづくりを行な
う。
②観光案内機能の充実：観光案内所や観光板（サイン）
等、観光案内機能の充実は必須である。
③観光資源（ブランド）のネットワーク化：現在はやや
それぞれの観光資源が独立してしまっているように思
われるため、改めて清水港周辺エリアの独自ブランド
及び観光資源を整理し、それぞれのネットワーク化を
模索する必要性がある。
④江尻港エリアと日の出地区の一体性の確保：江尻港エ
リアと日の出地区の賑わいが工場群で分断されている
ため、工場を保有する企業と連携し、工場見学などの
実施を通じて工業群エリアを観光ネットワークに組み
込み、両エリアの一体性、回遊性を高めることはでき
ないか。
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